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学
芸
員

　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
八
回

立
地
：
と
も
に
可
愛
地
区
の
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。宮
ノ
城
は
地
名
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、東
側
と

南
側
に
可
愛
川
が
流
れ
て
お
り
、山
頂
に
は
埃
宮
神
社
が
あ
り
ま
す
。現
在
は
国
道
で
分
断
さ

れ
独
立
し
た
丘
陵
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、か
つ
て
は
川
本
城
か
ら
延
び
る
尾
根
が
繋
が
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。川
本
城
は
桂
、福
原
、中
馬
、常
友
方
面
が
よ
く
見
渡
せ
る
山
頂
部

に
あ
り
、中
腹
に
は
川
本
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
：
宮
ノ
城
に
つ
い
て
江
戸
前
期
の｢

高
田
郡
村
々
覚
書｣

な
ど
で
は
、神
社
が
あ
っ
た
こ
の
地
に

大
内
家
臣
の
堀
江
氏
が
城
を
築
き
、後
に
毛
利
家
臣
の
関
野
氏
の
城
と
な
っ
た
が
館
が
消
失

し
、３
つ
の
社
を
こ
こ
に
戻
し
た
と
あ
り
ま
す
。川
本
城
に
つ
い
て
は
伝
承
等
が
不
明
で
す
。

城
跡
：
宮
ノ
城
は
神
社
や
そ
の
参
道
、車
道
な
ど
の
設
置
に
よ
り
か
な
り
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
ま

す
。城
と
し
て
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
か
も
不
明
で
す
が
、東
側
・
南
側
は
川
に
加
え
急
斜
面

で
あ
る
た
め
北
側
を
向
い
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。川
本
城
は
郭
面
の
凹
凸
が
多
く
、一

部
古
墳
の
跡
と
思
わ
れ
る
地
形
も
あ
り
ま
す
。郭
Ａ
を
中
心
に
、堀
切
、竪
堀
、土
塁
が
残
り
ま

す
。全
体
と
し
て
は
東
側
か
ら
北
側
を
向
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
名
：「
可
愛
」と
い
う
地
名
は
江
戸
時
代
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
書
紀
の
神
話
に
ち
な
ん
で｢

可
愛
」

「
埃
宮｣

、明
治
以
降
に｢

吉
田
川｣｢
大
川｣

と
呼
ば
れ
て
い
た
江
の
川
が「
可
愛
川
」と
さ
れ
、そ

の
後
明
治
22
年
に
可
愛
村
と
い
う
村
名
に
な
り
ま
し
た
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

編
集
後
記

　広
報
担
当
と
し
て
、
取
材
を
通
じ
、

知
っ
て
る
つ
も
り
の
市
内
の
情
報
や
人

材
に
つ
い
て
新
た
な
発
見
も
多
く
あ
り
、

伝
え
る
大
切
さ
と
喜
び
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
地
域
と
と
も

に
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
子
供

た
ち
の
成
長
を
育
む
取
組
み
に
強
く
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　（
久
光
）

　雨
と
カ
エ
ル
の
音
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。
こ
の
度
の
取
材
で
は
、
地

域
の
子
ど
も
達
と
た
く
さ
ん
の
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ど
け
な
い
笑
顔
の

園
児
達
。
ひ
た
む
き
に
練
習
に
取
り
組

む
中
学
生
。
か
つ
て
自
身
が
経
験
し
た

青
春
を
思
い
返
し
な
が
ら
、
６
月
号
で

子
ど
も
た
ち
の
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
を
記

事
に
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
森
山
）

今
月
の
表
紙
▼

　吉
田
幼
稚
園
の
園
庭
開
放
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
１
歳
〜
３
歳
ま
で
の
子
供

た
ち
が
遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
表
紙

を
飾
っ
て
く
れ
た
の
は
、
西
名
花
穂

ち
ゃ
ん
。
幼
稚
園
で
一
緒
に
遊
ん
だ
後
、

帰
り
際
か
わ
い
い
傘
を
さ
し
な
が
ら
、

何
度
も
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
、

毎
月
園
庭
開
放
・
体
験
入
園
を
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
子
育
て
の

輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

宮
ノ
城
《
吉
田
町
川
本
》

川
本
城
《
吉
田
町
川
本
･
中
馬
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】（
上:

川
本
城
、下:

宮
の
城
）

標
高
／
２
２
０
ｍ
、２
９
０
ｍ
、

　比
高
／
13
ｍ
、80
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城

　主
／
堀
江
氏
〜
関
野
氏
？
、不
明

所
要
時
間
／
国
道
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
３
分
、東
麓
え
の
花
咲
公
園
か
ら
徒
歩
約
20
分

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

え
の
み
や

川本城略測図（作図　秋本哲治）

周辺位置図

川本城・宮ノ城遠望（南側より撮影）

川本城
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浜
田
一
義
市
長
の
戦
略

　
　
　〜
三
期
目
に
向
け
て
〜

　
市
長
初
就
任
時
の
平
成
20
年
は
、
国
の
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
交
付
税
や
各
種
補
助
金
の
削
減
等
に
よ

り
、
本
市
を
含
め
多
く
の
地
方
自
治
体
は
、
か
つ
て

な
い
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
不
断
の
取
り
組
み
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
た
第
１
次
行
財
政
改
革
を
更
に
推
し
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
く
第
２
次
行
政
改
革
に
お
い
て
も

着
実
に
実
施
計
画
を
推
進
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
の
自
然
趨
勢
に
よ
る
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
予
想
を
上
回
る
も

の
が
あ
り
、『
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
』
や
『
自
助
・

共
助
・
公
助
』
等
を
基
本
と
し
た
地
域
で
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
提
唱
し
、
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
と
し
て
、
外
出

機
会
の
拡
大
に
向
け
た
交
通
体
系
の
見
直
し
を
行

い
、
通
院
や
買
い
物
等
の
利
便
性
の
確
保
や
生
涯
学

習
な
ど
の
社
会
参
画
の
支
援
と
し
て
、
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
「
お
太
助
ワ
ゴ
ン
」
の
運
行
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
　
　

　
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
に
関
し

て
も
、「
学
習
補
助
員
の
配
置
」
な
ど
子
供
た
ち
の

確
か
な
学
力
向
上
に
対
す
る
支
援
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
合
併
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
安
芸

高
田
市
葬
斎
場
あ
じ
さ
い
聖
苑
」
や
「
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
み
ら
い
」
の
建
設
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
等
、
生
活
基
盤
の
充
実
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
神
楽
」
や
「
毛
利
元
就
」、「
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」
や
「
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
」
な

ど
、
地
域
の
宝
を
活
か
し
た
安
芸
高
田
市
の
知
名
度

の
向
上
に
も
努
め
ま
し
た
。

　
同
時
に
地
産
地
消
を
、
よ
り
一
層
推
し
進
め
、
小

規
模
農
家
と
法
人
・
認
定
農
業
者
等
い
わ
ゆ
る
担
い

手
と
の
役
割
分
担
も
明
確
に
し
た
地
域
農
業
の
振

興
、
ま
た
企
業
誘
致
に
も
鋭
意
取
り
組
む
中
で
、
既

存
企
業
と
も
連
携
し
、
雇
用
の
場
の
確
保
に
も
努
力

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
合
併
後
に
お

け
る
六
町
の
速
や
か
な
一
体
化
が
着
実
に
図
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し

た
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
も
繋
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 

市
長
「
一
・
二
期
目
を
振
り
返
っ
て
」

浜田市長、職員の前で力強く訓示をする
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三
期
目
に
向
け
て

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、

結
果
と
し
て
、
市
税
等
の
歳
入
の
減
少
や

社
会
保
障
経
費
等
の
歳
出
の
増
大
に
つ
な

が
り
、
市
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
ま
た
、
総
人
口
に
対
す
る
若
者
等
の
生

産
年
齢
人
口
の
比
率
が
低
下
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
に
比
例
し
て
地
域
の
活
力
の
低

下
に
繋
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

特
に
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
整
備
、

高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
支
援
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
と
い
う

厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
『
市
民
総

ヘ
ル
パ
ー
構
想
』
と
い
う
言
葉
で
、『
自
助
・
共
助
・

公
助
』
等
を
基
本
と
し
た
地
域
で
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
を
提
唱
し
て
き
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
と
し
て
、「
24
時

間
保
育
の
充
実
」「
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
」「
高

等
学
校
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
」「
保
育
料
の
無

料
化
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
市

民
の
皆
様
の
生
活
様
式
（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
の
把

握
と
生
活
相
談
に
対
応
す
る
「
生
活
支
援
員
」
制
度

の
新
設
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
市
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
平
成
23
年

に
設
立
し
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
」
の
拡
大
に
よ

る
、
文
化
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
・
特
産
品
の
販
売
・
企

業
誘
致
の
推
進
、
道
の
駅
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性

化
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
３
月
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
「
甲
立
古
墳
」
の
整
備
計
画
を

策
定
し
、
市
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
　
　

　
さ
ら
に
は
、
雇
用
対
策
と
し
て
、
平
成

26
年
度
か
ら
全
市
に
お
い
て
開
始
し
た
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
」

の
推
進
、
空
家
等
の
有
効
活
用
に
よ
る
企

業
誘
致
に
よ
り
、
雇
用
の
促
進
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

　
特
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
は
力
を
注
ぎ
、

強
い
農
業
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
れ
る
よ

う
効
果
的
な
事
業
展
開
に
努
め
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
行
政
運
営
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4 月 18 日（月）初登庁 クリスルタルアージョ

正面玄関前で多くの職員に出向かえられる中、

お祝いの花束を受け取る

選挙管理委員会委員長より当選証書を手渡される
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

総
務
部

総

　務

　課

マ イ ナ ン
バ ー 制 度
導 入 事 業

　マイナンバー制度の構築は、国民一人一
人に個人番号を割り振ることにより、複数
の機関に存在する個人の情報を、有益にか
つ公平、公正に利用することで、国民の利
便性を高めることを目的としています。
　平成25年5月に関連4法が成立、公布さ
れ、利用開始に向け地方自治体を含め国な
どの関係機関で諸準備が進められています。

　平成2６年度に引き続き「税情報」「宛名
管理」「住民情報」に係る電算システムの
改修を進めると同時に、「福祉医療」関係
のシステム改修に取り組みます。
　また、平成2７年10月から始まる個人法
人番号の通知及び平成2８年1月から始ま
る個人カードの交付について、円滑な導入
に向け啓発に力を入れます。
　併せて市独自の利活用についても、引き
続き庁内組織により検討を進めます。

　「税情報」「宛名管理」「住民情報」「福祉」
等における個人番号制度に対応したシステ
ム改修を完了しました。
　広報あきたかた・通知公報・ホームペー
ジ・お太助フォン等、あらゆるツールを活
用した情報提供や説明会による市民啓発を
行いました。また、問い合わせ先専用電話
を設置し、市民からの問い合わせに対応し
ました。
【説明会】
　市民向け（６町）…参加者合計9８4人
　団体向け　６カ所
　行政区向け６カ所
　学校向け（安芸高田市小中学校長研修会）
　法人向け（安芸高田市商工フェア）
【電話設置】
　設置期間…平成2７年９月下旬～３月末
　問合対応件数…６4件

企
画
振
興
部

政
策
企
画
課

連携中枢都市圏
制 度 事 業

　コンパクト化とネットワーク化により活
力のある社会経済を維持するための拠点を
形成することを目的に、連携中枢都市圏形
成に係る連携協約を締結し、連携中枢都市
圏ビジョンを策定します。

　「連携中枢都市圏」制度を活用した広島
市と連携協約締結に向けた調整を行い、市
議会において連携協約の議決を経たのち、
連携協約を締結します。

　２月４日に開催された首長を対象とした
第２回広島広域都市圏協議会において、「広
島広域都市圏発展ビジョン」（案）及び「連
携協約」（案）等について協議等を行いま
した。
　また、平成2８年第１回定例会において、
連携協約の締結に関する協議についての議
案の議決を経て、３月３0日に広島市と連
携協約を締結しました。

財

　政

　課

地方版総合戦略
策 定 事 業

　国のまち・ひと・しごと創生長期ビジョ
ン及び国のまち・ひと・しごと創生総合戦
略を勘案しつつ、安芸高田市の人口の現状
と将来の展望を提示する「安芸高田市人口
ビジョン」を策定し、これを踏まえて、今
後５か年の目標や施策の基本的方向、具体
的な施策をまとめた「安芸高田市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」を策定します。

　「安芸高田市人口ビジョン」「安芸高田市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」を平成
2７年10月末までに策定します。

　安芸高田市まち・ひと・しごと創生「総
合戦略懇話会」「推進本部」「ワーキンググ
ループ」を設置し、安芸高田市人口ビジョ
ン、安芸高田市まち・ひと・しごと創生総
合戦略の作成について協議を行いました。
　10月20日に安芸高田市人口ビジョン、
安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦
略を策定しました。
　また、「定住促進プロジェクトチーム」
を設置し、今後の取組について協議しまし
た。
　総合戦略懇話会　３回開催
　推進本部会議　　８回開催
　ワーキンググループ会議　３回開催
　定住促進プロジェクトチーム　１回開催

市
民
部

環
境
生
活
課

ごみ減量化対策
(資 源 ご み
補 助 事 業)

①�芸北きれいセンターに持ち込まれるゴミ
処理量を前年度より削減するため、地域
団体による資源ごみの回収を促進します。

②�ごみの資源化を促進するため、モデル地
区を定め、分別項目の増加を目指します。

③�ごみの減量化を図るため、生ごみ処理機
を普及し、事業所系一般廃棄物の排出削
減のための啓発と資源化を図ります。

①�紙・アルミ缶・スチール缶・ペットボト
ル・衣類・廃食油の地域団体による資源
回収で、芸北きれいセンターのごみ処理
量を８00ｔ減少させます。　　

②�不燃ごみの中の、ビン類の色分け、小型
廃家電、鉄くず、電気コードなどの分別
を増やしたり、粗大ごみから使用可能な
ものを再利用する仕組みを研究し、モデ
ル地域を定めて試行・検証を行います。

③�生ごみ処理機50台の普及を目指します。

①�地域団体の資源回収（３/３1現在）
　７45.３4ｔ
（目標８00ｔに対し進捗率9３.2%）
古紙６45.８８ｔ、布類７.0８ｔ、アルミ
缶45.６5ｔ、スチール缶19.８６ｔ、ペ
ットボトル2６.８７ｔ、廃食油：1,190
リットル

　資源回収団体数14６団体
②�ごみの再資源化を促進するため、モデル
地域を定めて分別数を増やす「エコタウ
ンモデル事業」を甲田町にて実施中。

　目標24項目　現在15項目⇒1８項目
③�生ごみの減量化のため、生ごみ処理機
2７台、コンポスト45台の購入補助を実
施しました。また25名のモニターを募
集し、「竹チップde生ごみコンポスト運
動」を実施しました。

平成27年度　安芸高田市の「仕事目標」の成果
　平成27年度に取り組んだ「仕事目標」について、目標達成状況（成果）を次のとおり公表します。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

福
祉
保
健
部

子
育
て
支
援
課

２４時間保育
充 実 事 業

①�発達の遅れに関する支援ニーズが増加
し、こども発達支援センターの必要性は
益々増大する中、保護者のみなさんから
「参加して本当に良かった」と言われる
教室活動の継続実施を目標として、相談
支援体制の強化を図ることで、子育て環
境の充実に繋げます。

②�ファミリーサポートセンター事業（依頼
会員と提供会員による子育ての援助活
動・24時間の子育て応援）の協力者を
増やし、24時間保育支援の充実を図り
ます。

①こども発達支援センター運営事業
　安芸高田市こども発達支援センターの相
談業務、親子教室等各教室を充実します。
②ファミリーサポートセンター事業
　会員による24時間の子育て応援（預り）
ができるファミリーサポートセンターの提
供会員を10％ (9人)増員し、サービス提
供の充実を図ります。

①こども発達支援センター運営事業
　こども発達支援員の増員（３名→５名）
により相談業務及び、親子療育教室を充実
しました。　（H2６年度対比）　　　　　　　
　・発達相談件数　６4件→1３9件　
　・新規開催の親子療育教室
｢さくらんぼ教室｣（２歳児・４月から開催）
｢りんご教室｣（１歳児・９月から開催）
②�ファミリーサポートセンター事業
　提供会員が６名増となり9７名となりま
した。（H2６年度対比）
・保育施設開始前及び終了後の預り
　（延べ人数）　1６７名→2８７名

保
健
医
療
課
・
高
齢
者
福
祉
課

市民総ヘルパー
推 進 事 業
（健康倍増計画）

　行政と市民の自助・共助・公助の役割を
明確にしながら、旧来の「もやい」の精神
を復活し、医療・福祉・介護などに要する
費用を少しでも抑制できるよう、市民全体
の協力により行政を補完して頂く取組であ
る「市民総ヘルパー構想」に基づき、市民
の健康寿命延伸を目指し、若年性生活習慣
病予防事業をはじめとする各種事業を実施
します。

①介護予防普及啓発事業
　「物忘れプログラム」を活用した認知症
予備軍の早期発見及び重症化防止、予防の
ための事業計画の検討を行います。
②若年性生活習慣病予防事業
　生活習慣病予防の一環として市内1３小
学校の4年生を対象とした健康学習及び血
液検査等を実施します。ただし、血液検査
は希望者に実施する予定です。
③健康あきたかた２１推進事業
　市民の健康増進と生活習慣病の増加に伴
う医療費抑制のために、地区組織を活用し、
自分の健康を自己管理できる人を増やすた
めの取組を継続実施します。
④生活習慣病重症化予防事業
　糖尿病や糖尿病性腎症で治療中の方が事
業に参加し、病気の重症化や合併症を防ぎ、
自己管理できるように支援を行います。
※1
HbA1c（ヘモグロビン・エイワンシー）：
過去1～2か月の血糖の平均的な状態がわ
かり、糖尿病の経過を推測することができ
る検査。
※2
BMI：肥満の判定に用いられる体格指数。
計算式は、BMI＝体重（ｋｇ）÷{身長（ｍ）
×身長（ｍ）}で、1８.4以下が「やせ」、
1８.5～24.9が「ふつう」、25.0以上が「肥
満」。

①介護予防普及啓発事業
　認知症予防教室を向原町坂上地域におい
て６回開催、延べ参加人数は91人でした。
「物忘れプログラム」を活用し、参加者の
認知症リスクの早期発見や認知症発症予防
の取組の動機づけについて一定の効果が認
められました。
　市民の主体的取組を推進し、認知症予防
教室を継続的に実施します。
②若年性生活習慣病予防事業
　市内1３小学校４年生(242人)に健康学
習を実施し、全体の８６.4％にあたる209
人に血液検査を実施しました。
　体格と血液検査結果から、要指導対象児
童と保護者に保健指導を実施しました。
　生活習慣病について説明できる児童が
11.5％から３2.2％に増加し、生活習慣病
予防に関する知識・理解度が向上していま
す。
③健康あきたかた21推進事業
　健康フェスタ2015では、年々参加者が
増え、平成2７年度は７50人の参加があり、
健康について考える良い機会と好評を得て
います。また、こまめに歩こう会は、６回
開催し、延424人、あるきんさい・うご
きんさい運動は延21３人の参加があり健
康づくりへの関心が広がってきていると思
われます。
④生活習慣病重症化予防事業
　平成2７年度は29人が個別支援プログラ
ムを修了しています。修了者は、全員自己
管理ができるようになり、HbA1c※1は、
７６.5％、BMI※2は、７３.9％、血圧は、
52.2％の人が維持または改善しました。
平成25年度から事業を開始し、約200人
がプログラムを終了しています。

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

ジビエ特産化
推 進 事 業

　有害鳥獣による農作物被害の軽減を図る
ため、有害鳥獣を資源として活用する機運
を高め、ジビエの特産化を推進します。

　食肉処理施設における解体と販路の開拓
を推進し、解体数を200頭以上、販売額
３00万円以上を目標とします。

・�平成2７年度の解体頭数実績は、2６4頭
（内訳：シカ24６頭、イノシシ1８頭）
でした。捕獲班の協力により、処理施設
への搬入数は増加しました。また、食肉
としての需要は、増えてきており、供給
が追い付かない状況となっています。
・�処理施設における解体数は、全体の捕獲
頭数の１割となっており、需給ギャップ
を解消するためにも、搬入・解体数を拡
大していく必要があります。
・�販売実績は451万円で、市内での販路
拡大や八千代産直での販売を拡大してい
く必要があります。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

農 産 物 ６ 次
産 業 化 事 業

　調理用トマト及び辛味大根の試験栽培を
行うとともに、定期的な検討会議を開催し
生産・加工・流通ルートの確立を目指します。

　2か月に1回の検討会議を実施するとと
もに、成果物を利用した加工品の試作を行
います。

　６次産業化プロジェクト会議を立ち上
げ、月1回の会議を開催。調理用トマト試
験栽培（約10a）を行い、毎週JA、地域
おこし協力隊員による生育調査を行いまし
た。
　調理用トマト収穫後、加工業者によるピ
ューレ試作を行い、安芸高田東京神楽公演、
産直市でテスト販売を行いました。

商
工
観
光
課

サテライトオ
フ ィ ス・ 企
業 誘 致 事 業

　安芸高田市の空き公共施設等を活用した
サテライトオフィス・企業の誘致に向け、
ふるさと応援の会、市内立地企業及び広島
県関係行政機関等と連携し、プロモーショ
ン活動を行います。

　本市の魅力をＰＲできるプロモーション
用パンフを作成するとともに、15社へプ
ロモーションを行います。

　サテライトオフィス支援、起業支援につ
いて、助成制度の検討を行いました。
　また、市内企業３社より、規模拡大の相
談を受け、１社について企業立地奨励条例
の指定を行いました。

建
設
部

住
宅
政
策
課

住 宅 対 策 充
実 事 業（ 空
き 家 バ ン ク
関 係 事 業 ）

　空き家実態調査・所有者等への意向調査
を基に、空き家バンクへの登録促進及び利
用者登録を進めます。「空き家対策協議会」
を設置し、空き家の適正管理及び活用につ
いて空き家対策基本方針・対策計画を策定
します。

　空き家の活用目標を50件以上とします。 ・�空き家対策協議会を設置し、「空き家等
対策基本方針」を定め、空き家等対策計
画原案を作成しました。

・空き家の活用状況
　登録4３件（内新規３７件）
　成約24件

建

　設

　課

幹線道路整備
事 業（ 東 広
島 高 田 道 路
整備促進事業）

【東広島高田道路】
・吉田側　橋梁上部工事、本体盛土工事
　下流排水対策（用地測量・用地売買契約）
・正力側　ボックスカルバート工事、側道
整備工事

　地域高規格道路東広島高田道路の早期の
完成を目指し、広島県と連携を密にして着
実に事業を推進します。

【吉田側】�橋脚1基・橋台1基・側道工事は
完了しましたが、ボックスカル
バート・橋梁上部工は、変更増
により繰越となりました。

【正力側】�側道工事・跨道橋は完了しまし
たが、ボックスカルバート工事
は繰越となりました。

【下流排水対策】用地測量が完了しました。

上
下
水
道
課

水道整備事業
（水道・簡易水道
建設改良事業）

　未給水区域の解消については、ボーリン
グ等の補助により対応しておりましたが、
吉田町の水利を利用するなど、水源を確保
することにより未給水区域の解消事業に着
手しました。
　今年度は、美土里町本郷・横田地区の水
道施設の整備を進め、安芸高田市全体の水
道の普及率の向上を目指します。また、簡
易水道事業等の水道事業への統合を進め、
新たな水源の確保と連絡管の整備、施設の
統廃合を検討します。

【美土里町本郷・横田地区】
・機械、電気計装設備
・水道管布設工事　L=9,６00m
　水道普及率７６．０％以上を目指します。

【本郷地区区域拡張　美土里町本郷・横田】
・横田浄水場
　（機械、電気計装設備）が完成しました。
・水道管布設工事　L=2,８2３m
【丹比・可愛地区区域拡張　美土里町横田】
・横田第2配水池、奈良谷加圧ポンプ所
　（機械、電気計装設備）が完成しました。
・水道管布設工事　L=2,８15m
※�水道管布設延長が、目標値と異なるのは、
機械電気の設備工事との事業調整による
ものです。

※水道普及率は、７5.３％になりました。

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課

学 力 向 上
推 進 事 業

　学習補助員等の配置によるきめ細やかな
教育環境の提供、教員の授業力向上、「安
芸高田市学力向上戦略」策定等の取組をと
おして、小中学校児童生徒の確かな学力を
定着させます。

　平成2８年６月に実施される広島県「基
礎・基本」定着状況調査における通過率
６0%以上の児童生徒の割合を８0％以上に
します。
※（参考）平成2７年度実績
　小学校児童　８2%
　中学校生徒　７2%

・�学習補助員等を６名配置し、きめ細かな
指導と児童生徒が安心して学べる教育環
境づくりに取り組みました。

・�教員の授業力向上を図るため「複数校の
協働による授業づくり」を推進し、研究
主任研修会を３回、中学校区ごとの研修
会を5３回実施しました。

・�平成2８年度から平成３1年度までを計画
期間とした「安芸高田市学力向上戦略」
を策定しました。

教
育
総
務
課

学校規模適正化
推 進 事 業

　少子化が急速に進展する中にあって、特
に課題となる小学校の過小規模校化の解決
を重点として、将来的な展望のある教育環
境の整備を目的に学校規模の適正化を推進
します。

　小学校の統合協議を継続し、課題整理を
行う中で合意形成を図るとともに、現「推
進計画」の見直しを図ります。

・�統合区ごとに目標を定めて、準備委員会・
専門部会で協議を行いました。その結果、
八千代地区と甲田地区について、合意形
成がなされ、両地区とも平成３0年4月1
日が統合年月日となりました。

・�現「推進計画」の見直しは、素案に対す
る意見募集（パブリックコメント）を経
て、第2期推進計画(平成2８年３月改訂
版)として策定しました。
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失業給付・高年齢雇用継続給付を受けるときについてのお知らせ
三次年金事務所　☎０８２４－６２－３１０７

●
失
業
給
付
・
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付

と
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受
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れ
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年
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年
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の
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

雇
用
保
険
の
求
職
の
申
込
み
を
さ
れ
た

と
き
や
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
等
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は

「
老
齢
厚
生
・
退
職
共
済
年
金
受
給
権

者 

支
給
停
止
事
由
該
当
届
」
の
提
出

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
基
本
手
当
と
の
調
整

　
65
歳
に
な
る
ま
で
の
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申
込
み
を
し
、

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
（
い
わ
ゆ
る
失

業
給
付
。
船
員
保
険
の
失
業
保
険
金
を

含
み
ま
す
）
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

加
給
年
金
額
も
含
め
て
年
金
が
全
額
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

〇
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
と
の
調
整

　
65
歳
に
な
る
ま
で
の
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
り
、
雇

用
保
険
の
高
年
齢
継
続
給
付
（
高
年
齢

雇
用
継
続
基
本
給
付
金
・
高
年
齢
再
就

職
給
付
金
）
を
受
け
る
と
、
在
職
老
齢

年
金
に
よ
る
支
給
停
止
に
加
え
て
雇
用

保
険
と
の
調
整
に
よ
り
年
金
の
一
部
が

支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
老
齢
厚
生
・
退

職
共
済
年
金
受
給
権
者 

支
給
停
止
事

由
該
当
届
は
原
則
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
老
齢
厚
生
・
退
職
共
済
年
金
受
給
権

者 

支
給
停
止
事
由
該
当
届
が
必
要
な

場
合

■
平
成
25
年
10
月
１
日
以
前
に
次
の

（
１
）
か
ら
（
３
）
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
た
場
合

（
１
）
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
発
生

し
た
と
き

（
２
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
込

み
を
し
た
と
き

（
３
）
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

■
年
金
請
求
時
に
雇
用
保
険
被
保
険
者

番
号
を
お
持
ち
で
な
か
っ
た
場
合

〇
提
出
に
つ
い
て
の
注
意
点

　
提
出
先
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま

た
は
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
な

り
ま
す
。
こ
の
届
出
を
さ
れ
な
い
と
年

金
の
支
払
い
が
一
時
保
留
さ
れ
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
な
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
一
度
お
手
続
き
を
い
た
だ

け
ば
、
失
業
給
付
や
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
の
受
給
終
了
後
の
届
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「低所得の高齢者向け給付金」
の申請はお済みですか

　
基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
に

お
い
て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
分
市
民
税

(

均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

（
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る

方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な

ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）を
対
象
に
、

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
給
付

し
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
給
付
対
象
者
に
、
4
月

28
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
、
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
受
付
期
限
は
8
月
2
日
ま
で

で
す
。
書
類
に
不
備
や
不
足
が
あ
る
と

支
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用

☎
４
２
‐
５
６
２
６

お
太
助
フ
ォ
ン
☎
４
２
‐
５
６
１
５

これだけはやろう『ため池管理』

農林水産課　☎４７－４０２２

　
梅
雨
時
期
や
台
風
時
期
の
前
に
は
た

め
池
に
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
見
回
り

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
堤
体
の
変
形
や
漏
水

　
堤
体
に
陥
没
や
ひ
び
、
水
が
し
み
出

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
歩
く
と
湿
っ
て
柔

ら
か
く
な
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
小
さ
な
水
み
ち
が
決
壊
の
も
と
と

な
り
ま
す
。

●
立
ち
木
や
雑
草
の
刈
り
払
い

　
堤
体
上
に
草
木
が
茂
っ
て
い
る
と
、

漏
水
や
ひ
び
割
れ
な
ど
を
発
見
し
に
く

く
、
ま
た
、
草
木
の
根
に
よ
っ
て
で
き

る
す
き
ま
が
漏
水
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
洪こ
う
ず
い
ば
け

水
吐
の
確
認
　

　
洪
水
吐
に
土
の
う
を
積
ん
だ
り
、
網

な
ど
を
張
っ
て
い
る
と
大
雨
を
排
除
で

き
ず
、
ま
た
流
木

な
ど
が
引
っ
掛
か

り
ふ
さ
い
で
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
洪
水
吐
を
ふ
さ
い
で
い
る
も
の
は
取

り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
洪

水
吐
の
周
囲
の
崩
れ
そ
う
な
部
分
は
な

お
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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投
票
立
会
人
と
期
日
前
投
票
立
会
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
方

を
選
挙
管
理
委
員
会
で
登
録
し
、
選
挙

の
お
よ
そ
２
か
月
前
に
、
文
書
な
ど
で

ご
都
合
を
確
認
し
、
投
票
に
立
ち
会
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
資
格

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
有
権
者

◎
投
票
立
会
人
（
ま
た
は
期
日
前
投
票

立
会
人
）

　
投
票
所
（
ま
た
は
期
日
前
投
票
所
）

で
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

立
ち
会
い
ま
す
。

◎
立
会
時
間

•	

投
票
立
会
人
（
投
票
日
当
日
の
立

会
人
）

　
７
：
00
か
ら
投
票
所
閉
鎖
時
刻
（
一

　
部
の
投
票
所
を
除
き
18
：
00
）
ま
で

　•	

期
日
前
投
票
立
会
人

　
８
：
30
か
ら
20
：
00
ま
で

●
応
募
方
法

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
の
「
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
所
属

政
党
」
を
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投票立会人と期日前投票立会人の募集

選挙管理委員会　☎４２－１１３６

マイナンバーカード臨時交付窓口開設のお知らせ
総合窓口課　☎４２－５６１６

マイナンバー・キャラクター
「マイナちゃん」

月　　日 時　　間 受取場所
6 月 11 日 ( 土 )   8:30 ～ 17:15 ★住所地の市役所窓口での受取となります。

本庁総合窓口課☎ 42 ‐ 5616　八千代支所☎ 52 ‐ 2111
美土里支所　　☎ 54 ‐ 0311　高宮支所　☎ 57 ‐ 0311
甲田支所　　　☎ 45 ‐ 4111　向原支所　☎ 46 ‐ 3111

6 月 12 日 ( 日 )   8:30 ～ 17:15
6 月 14 日 ( 火 ) 17:15 ～ 19:00
6 月 16 日 ( 木 ) 17:15 ～ 19:00

マイナンバー（個人番号）カード及び通知カードの臨時交付窓口を開設します。

●開設日

●対象者及びお持ちいただく物

対象者 お持ちいただく物

マイナンバーカードを
申請された方のうち
「個人番号カード交付・
電子証明書発行通知書
（はがき）」が届いている方

・個人番号カード交付・電子証明書発行通知書（はがき）
・通知カード ( 個人番号を通知した紙のカード )
・住民基本台帳カード ( お持ちの方のみ )
・本人確認書類①（運転免許証、パスポート、在留カード、住民基本台帳カード等
の顔写真つきの公的機関が発行しているものを 1点）
・①の顔写真つきの本人確認物がない場合、本人確認書類②（健康保険証、年金手帳、
医療受給者証、社員証、学生証、預金通帳等を 2点）
・印鑑
※ 15歳未満の方のマイナンバーカードの受け取りや、病気・身体の障害その他や
むを得ない理由により、本人が来れない場合は、お問い合わせください。

通知カードを受け取ら
れていない方

・通知書「通知カードを受け取られていない皆様へ」
・本人確認書類①（運転免許証、パスポート、在留カード、住民基本台帳カード等
の顔写真つきの公的機関が発行しているものを 1点）
・①の顔写真つきの本人確認物がない場合、本人確認書類②（健康保険証、年金手帳、
医療受給者証、社員証、学生証、預金通帳等を 2点）
・印鑑
※代理人が受け取られる場合は、委任状、本人の確認書類、代理人の本人確認書類
が必要です。
　くわしくは、お問い合わせください。
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児童手当を受けておられる方へ現況届提出のお願い

子育て支援課　☎４７－１２８３

●
児
童
手
当
と
は
？

　
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
の
生
活
を
安

定
さ
せ
、
児
童
の
健
全
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

●
現
況
届
と
は
？

　
毎
年
６
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●
対
象
者

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
。

※
対
象
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に

　
は
、
現
況
届
の
用
紙
を
６
月
上
旬
に

　
郵
送
い
た
し
ま
す
。

●
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
　

◎
年
金
加
入
証
明
書
　
又
は
　
受
給
者

　
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写
し
。

◎
平
成
28
年
１
月
１
日
に
市
に
住
民
登

　
録
の
な
か
っ
た
方
は
、
前
住
所
地
の

　
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
。
平
成
28

　
年
度
（
平
成
27
年
中
）
課
税
証
明
書

　（
所
得
・
控
除
人
数
・
金
額
記
載
の

　
も
の
。）

※
こ
の
他
に
も
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

　
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
、
別
途
郵
送
い
た
し
ま

　
す
。

提出期限は 6 月 30 日です。

現況届の申請はお早めに！

※提出がない場合、6 月分
以降の手当が受けられなく
なりますので、ご注意くだ
さい。

　「
こ
こ
ろ
が
　”

ほ
っ“

と
す
る
標

語
」と
題
し
て
、人
権
、男
女
共
同
参
画
、

青
少
年
育
成
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る

こ
と
で
、
そ
の
意
味
や
大
切
さ
の
理
解

を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
や
人
を
尊

重
す
る
気
持
ち
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で

き
る
標
語
の
募
集
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

５
月
19
日
（
木
）
～
６
月
30
日
（
木
）

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

市
内
に
お
住
い
の
方

応
募
方
法

左
記
申
込
先
に
持
参
も
し
く
は
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
　

〒
７
３
１
‐
０
５
９
２

吉
田
町
吉
田
７
９
１

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

zinkentabunka@
city.akitakata.lg.jp

「こころが　”ほっ “とする」標語募集

人権多文化共生推進課　☎４２－５６３０

軽自動車税の「口座振替済通知書」
送付対象を変更

　
こ
れ
ま
で
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
に
よ

り
納
付
さ
れ
て
い
る
方
へ
「
口
座
振
替
済
通

知
書
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
省
資

源
化
・
経
費
節
減
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、

今
年
度
分
か
ら
継
続
検
査
（
車
検
）
が
必
要

な
車
両
の
み
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
通
知
書
を
送
付
し
な
い
車
両
の
納
付
状
況

は
預
貯
金
通
帳
に
よ
り
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
等
の
た
め
に
納
税
証
明

が
必
要
な
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
で
交
付
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

税務課　☎４２－５６１４

●
送
付
し
な
い
軽
自
動
車

•	

2
輪
車
、
3
輪
車
で
車
検
を
受
け

な
い
も
の

•	

ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
農
耕
作
業
用
の

も
の

•	

そ
の
他
車
検
の
無
い
車
両
等

年齢 支給額（月額）
０～３歳未満 15,000 円（一律）

３歳～小学校修了前 ※ 10,000 円
中学生 10,000 円（一律）

所得制限額以上の場合
（０歳～中学生）

5,000 円（一律）

●支給月額・所得制限

児童手当の支給額は次のとおり、支給されます。

※ 18歳未満で第３子以降は月額 15,000 円
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黒い雨体験者相談・支援事業巡回相談会
社会福祉課　☎４２－５６１５　保健医療課　☎４２－５６３３

　
原
子
爆
弾
投
下
直
後
に
降
っ
た
黒
い

雨
に
よ
り
、
今
も
健
康
不
安
を
抱
え
る
人

に
対
す
る
相
談
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
巡
回
相
談
（
保
健
師
相
談
か
ら
専
門
相

談
ま
で
を
一
括
し
て
行
う
）
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
申
し
込
み
期
日
ま
で
に
社
会

福
祉
課
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
お
越
し

の
際
は
、
健
康
診
断
結
果
の
写
し
な
ど
、

ご
自
身
の
最
近
の
健
康
状
態
が
か
わ
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
健
師
相
談
は
、
保
健
医
療
課

で
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

の
８
：
30
～
17
：
15
ま
で
、
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　
公
共
交
通
機
関
や
介
護
タ
ク
シ
ー
等

を
利
用
し
て
４
０
０
円
以
上
の
交
通
費

を
負
担
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
交
通
費
の

助
成
が
あ
り
ま
す
。（
事
後
払
い
）

期　日 場　所 予約締切日

  7 月 14 日 ( 木 ) 湯来南公民館（広島市佐伯区）   6 月 30 日 ( 木 )
  8 月 18 日 ( 木 ) 安佐公民館（広島市安佐北区）   8 月   4 日 ( 木 )
  9 月   8 日 ( 木 ) 安公民館（広島市安佐南区）   8 月 25 日 ( 木 )
10 月 20 日 ( 木 ) 川・森・文化・交流センター（安芸太田町加計）10 月   6 日 ( 木 )
11 月 10 日 ( 木 ) 佐伯区役所別館（広島市佐伯区） 10 月 27 日 ( 木 )
12 月 15 日 ( 木 ) 安佐北区総合福祉センター

（広島市安佐北区）
12 月   1 日 ( 木 )

  1 月 12 日 ( 木 ) 安佐南区総合福祉センター
（広島市安佐南区）

12 月 22 日 ( 木 )

  2 月 16 日 ( 木 ) 安芸区総合福祉センター（広島市安芸区）   2 月   2 日 ( 木 )

６月は水道週間

上下水道課　☎４７－１２０３

　
毎
年
６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で

の
一
週
間
を
水
道
週
間
と
し
て
い
ま

す
。

　
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て
理
解

や
関
心
を
深
め
る
事
を
目
的
に
、
毎
年

市
内
小
学
校
の
浄
水
場
見
学
会
な
ど
を

通
じ
て
、
水
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
て

も
ら
う
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
お
い
し
い
水
を

供
給
出
来
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

差押動産のインターネット公売の
おしらせ

税務課　☎４２－５６１４
　
市
税
等
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
ヤ

フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

滞
納
者
か
ら
差
押
え
た
動
産
の
公
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

５
月
27
日
　
13
：
00
か
ら

6
月
13
日
　
23
：
00
ま
で

■
入
札
期
間

６
月
20
日
　
13
：
00
か
ら

６
月
22
日
　
23
：
00
ま
で

■
公
売
物
件

　
参
加
申
込
開
始
か
ら
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ

ト
で
公
売
物
件
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.akitakata.jp

/ja/

■
留
意
事
項

•	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
参
加
す

る
に
は
、
公
売
保
証
金
と
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
が
必
要
で
す
。

•	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の

情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お詫びと訂正
　広報あきたかた 5 月号のトッピクス（７
ページ）記事中に誤った表記がありました。
申し訳ありませんでした。お詫びするととも
に、訂正致します。

　（誤）有田　青士　　　（正）有田　清士
　　 　 ないとうとおる　　　　　　      ないとうりょう

　（誤）内藤　亨　　　　（正）内藤　亨

お詫びと訂正
　広報あきたかた 5 月号のホットな話題（17
ページ）記事中に誤った表記がありました。
申し訳ありませんでした。お詫びするととも
に、訂正致します。

　（誤）第 14 期作家の展示を
　（正）第 15 期作家の展示を
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つながる。が

初
猟
に
出
ま
し
た
。

　
山
が
芽
吹
き
、
代
掻
き
が

済
ん
で
水
を
湛
え
た
田
ん
ぼ

を
目
に
す
る
に
つ
け
、
自
然

を
身
近
に
感
じ
清
々
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
同
時
に
、
準
備
が
遅
れ
が

ち
な
我
が
田
の
状
況
に
焦
り

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。
こ

の
記
事
が
出
る
頃
は
大
方
の

農
家
さ
ん
は
田
植
え
も
済
ん

で
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
自
分
方
は
ど
う
な
っ
て

い
る
こ
と
や
ら
…
。

　
さ
て
前
回
の
コ
ラ
ム
か
ら

半
年
、
鳥
獣
害
対
策
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
2
月
に
初
猟
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
銃
の
取
り
扱
い
、
無
線

の
操
作
、
巻
狩
り
の
作
法
、

山
登
り
、
地
名
…
す
べ
て
が

不
慣
れ
な
た
め
必
要
以
上
に

緊
張
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
し

ば
ら
く
放
心
状
態
。
こ
ん
な

に
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い
て

こ
の
先
大
丈
夫
か
？
と
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
大
先
輩
の
方
々
の
知

識
・
経
験
・
技
術
・
身
の
こ

な
し
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
勉
強

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
、
捕

獲
活
動
を
通
し
て
少
し
で
も

吸
収
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
猟
果
の
方
は
、
う
っ
か
り

ド
素
人
の
矢
先
を
通
過
し
て

し
ま
っ
た
不
運
な
シ
カ
が
お

り
ま
し
て
、
3
発
撃
っ
た
内

の
一
つ
が
肩
に
着
弾
。
動
き

が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
り
、
し
ば

ら
く
の
静
寂
の
後
、
バ
タ
リ

と
倒
れ
て
い
き
ま
し
た
。
高

鳴
る
胸
の
鼓
動
と
興
奮
を
抑

え
、
無
線
で
「
い
、
一
頭
仕

留
め
ま
し
た
…
。」
と
報
告

す
る
と
「
い
ち
い
ち
う
れ
し

げ
に
報
告
す
な
っ
！
次
に
来

る
の
が
逃
げ
る
じ
ゃ
ろ
ー

が
!!
」
と
一
喝
。
て
っ
き
り

お
褒
め
の
言
葉
を
賜
れ
る
も

の
と
思
っ
た
私
が
甘
も
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
反
省
…
。

野
生
の
獣
と
対
峙
す
る
厳
し

い
現
場
で
は
、
足
手
ま
と
い

に
他
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
す
る
一
幕
で
し

た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
ん
な

『
お
荷
物
』
に
も
か
か
わ
ら

ず
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
感
謝
し
、
叱
咤
も

激
励
と
前
向
き
に
捉
え
て
、

し
ぶ
と
く
食
ら
い
つ
い
て
い

き
、
早
く
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
諸
先
輩
方
、
引
き

続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
追
伸
：
4
月
に
子
供
た
ち

が
入
江
保
育
園
に
入
園
し
ま

し
た
。
何
か
で
き
る
こ
と
を

…
と
思
い
保
護
者
会
の
役
員

に
（
嫁
さ
ん
が
）
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

OMMUNITY-
EACTIVATING
OOPERATOR SQUAD

C
R
C

地域おこし協力隊員リレーコラム　vol.10
南澤克彦さん（産業振興部地域営農課）

　4月25日（月）に行われた市議会（臨時会）において、永井初男さんが教育
委員会教育長、上田隆之さんが教育委員会委員として選任同意され、4月28日

（木）に任命されました。
　また、同日開催された教育委員会会議（臨時会）において、上田隆之さんが教
育長職務代理者に決定しました。

新教育委員会制度に基づく教育委員会教育長、教育長職務代理者を決定

教 育 長 永
な が い

井　初
は つ お

男

教 育 長
職務代理者 上

う え だ

田　隆
たかゆき

之

委 員 天
あま

清
すが

　一
かず

亮
あき

委 員 永
ながおか

岡　サヨ子
こ

委 員 山
やまもと

本　博
ひろ

明
あき

委 員 金
かながわ

川　佳
よし

寛
ひろ

永井　初男　教育長 上田　隆之　教育長職務代理者

平
成
₂₈
年
４
月
１
日
入
団

安
芸
高
田
市
消
防
団
女
性

分
団

部
長
　
下
清
田
　
友
美

班
長
　
佐
々
木
　
早
百
合

団
員
　
咲
田
　
美
保

 

森
野
　
真
知
子

 

旭
　
　
由
理
　

 

岡
野
　
み
ど
り

 

平
田
　
清
美
　

 

松
本
　
敦
子
　

 

立
花
　
和
美
　

 

木
坂
　
裕
子
　

 

吉
中
　
真
由
美

女性消防団員任命

４月17日安芸高田市消防ヘリポートにて辞令交付式
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救
命
処
置
の
手
順

動
画
配
信
中
で
す
。

　
安
芸
高
田
消
防
署
か
ら
「
お
太
助

フ
ォ
ン
」
で
簡
単
に
応
急
手
当
て
に
つ

い
て
学
べ
る
「
救
命
処
置
の
手
順
（
17

分
）」
の
動
画
が
配
信
さ
れ
て
い
る
の

を
ご
存
知
で
す
か
？

　
お
年
寄
り
か
ら
お
子
様
ま
で
世
代
を

超
え
て
広
く
皆
さ
ん
に
救
命
処
置
を
学

ん
で
い
た
だ
き
、
救
命
処
置
の
大
切
さ

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

交
換
目
安
は
1０
年
で
す
。

　
平
成
23
年
６
月
か
ら
既
存
住
宅
へ
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
下
、「
住
警

器
」
と
い
う
。）
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
新
築
の
住
宅
に
つ
い
て

も
平
成
18
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
て

お
り
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
表
題
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
住
警

器
本
体
の
交
換
目
安
は
10
年
で
す
。

設
置
か
ら
10
年
経
過
す
る
住
宅
に
お
住

ま
い
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
警
器
は
電
池
式
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
電
池
は
住
警
器
を
設

置
し
て
か
ら
音
が
鳴
っ
た
こ
と
が
な
く

て
も
消
費
し
て
お
り
ま
す
の
で
日
常
の

点
検
を
し
て
い

た
だ
き
、
い
ざ

と
い
う
時
に
正

常
に
作
動
す
る

よ
う
に
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

新
規
甲
種
防
火
管
理

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
規
甲
種
防
火
管
理
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
防
火
管
理
者
の
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

次
の
表
に
該
当
す
る
事
業
所
で
選
任
す

る
場
合
や
人
事
異
動
で
資
格
者
が
不
在

と
な
る
場
合
は
、
年
に
１
度
の
講
習
会

の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
事
業

所
の
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　

■
【
新
規
】
講
習
会
日
時

６
月
28
日
（
火
）・
29
日
（
水
）　

　
１
日
目
９
時
〜
17
時

　
２
日
目
９
時
〜
12
時

■
受
付
期
間

　
５
月
16
日
（
月
）
か
ら

 

６
月
14
日
（
火
）
ま
で

■
講
習
会
場
所

　
安
芸
高
田
市
消
防
本
部

■
申
込
書
配
布
場
所

 

及
び
お
問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係 

（
申
込
書

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（11件）

109件
（459件）

2件
（7件）

4件
（8件）

４月

建物別 ※収容人員

社会福祉施設などの自力で避難することが困
難な人が入所する建物 10人以上

飲食店、旅館、物品販売店、病院など不特定
多数の人が出入りする建物 30人以上

学校、工場、事務所など特定の人が出入りす
る建物 50人以上

防火管理者の選任が必要な施設

※床面積により算定される部分があるため、実際の利用者の数とは
異なります。
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

私たちが紹介します♪ 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

毎月19日は 食育の日

（ひとり分栄養価　エネルギー：24kcal、塩分：０.4g）

材料（2人分）

ほうれん草 ………1/2束

えのき茸 ……1/2パック

辛子明太子 …………16g

Ａ
　みりん …小さじ1/2

　　酒 ………………少々

作り方

①ほうれん草は3cm幅に切り、1、2分茹でる。

②えのき茸は半分に切り、さっと茹でる。

③①と②、ほくした辛子明太子とAで和える。

安芸高田市食生活改善推進協議会
甲 田 支 部

　「食」は、私たちが生きていくうえで欠かせない命の源です。
　食育月間を通して、食を楽しむことの大切さ、食の持つ多様な
役割など家族や身近な人と「食」を見つめてみませんか？

安芸高田市食生活　三矢の訓
　１．減塩すべし
　２．朝ごはんを食べるべし
　３．野菜を食べるべし

ほうれん草とえのき茸の明太子和え
今月の食材

ほうれん草

毎年6月は「食育月間」です！

 

　
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
は
、
原
則
平
成
₂₈
年
７
月
₃₁
日

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
中
旬
ま
で
に
、
認
定
証
が
交
付

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
案
内
と
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
平
成
₂₈
年
８

月
以
降
の
認
定
証
が
必
要
な
方
は
改
め

て
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
70
歳
以
上
で
平
成
28
年
度

の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
国
保
世

帯
の
方
に
認
定
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
兼
高

齢
受
給
者
証
）

・
個
人
番
号
が
わ
か
る
証
明
書

・
認
印

■
申
請
場
所

　
保
健
医
療
課
又
は
各
支
所
窓
口
係

◎ 

限
度
額
適
用
（
標
準
負
担
額
減
額
）

認
定
証
と
は

　
医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ
る
際
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安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 28,534 26,824 6

退職本人 28,600 28,873 13

退職扶養 24,390 23,896 12

全被保険者 28,500 26,859 7

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成28年2月診療分
１人当り医療費（単位：円）

所得
区分 世帯の所得要件 3回目まで 4回目以降 入院時食事代 申

請

ア 901万円を超える
252,600円

●医療費が842,000円を超えた
場合は、その超過額の1％を加算

140,100円

360円
（一部260円の場合が

あります。） 必
要

イ 600万円を超え
901万円以下

167,400円
●医療費が558,000円を超えた

場合は、その超過額の1％を加算
93,000円

ウ 210万円を超え
600万円以下

80,100円
●医療費が267,000円を超えた

場合は、その超過額の1％を加算
44,400円

エ 210万円以下
（市民税非課税世帯を除く） 57,600円 44,400円

オ 市民税非課税世帯 35,400円 24,600円
※90日まで 210円
※90日を超えると160円

表①　70歳未満の方の限度額（月額）及び入院時食事代

所得区分 外来+入院（世帯単位） 入院時食事代 申
請外来（個人単位）

一　般 12,000円 44,400円
360円

　（一部260円の場合が
あります。）

不
要現役並

所得者 44,400円
80,100円

●医療費が267,000円を超えた
場合は、その超過額の1％を加算

●4回目以降は44,400円

低所得Ⅱ
8,000円

24,600円
※90日まで 210円
※90日を超えると160円 必

要
低所得Ⅰ 15,000円 100円

表②　70歳以上の方の限度額（月額）及び入院時食事代

※入院時食事代の90日判定は、過去12か月の入院期間で判定され、申請が必要です。

「三矢の訓」とは・・・
一本の矢は折れやすいが、三本束
ねると折れにくいように三兄弟の
結束を説いた毛利元就の三矢の訓。
　食生活も、赤・黄・緑の三本の
矢を束ね、健康を維持しましょう。

⎧
⎨
⎩
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広島断酒ふたば会
　中田克宣
☎090-4802-1865
　自分や家族のお酒の問
題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。
※詳しい内容はお問い合
わせください。

場所・日時
●ふれあいプラザ向原
　６月３日（金）　
　　18：30～20：30
●吉田人権会館
　６月６日（月）
　　18：30～20：30
　６月13日（月）
　　18：30～20：30
　６月26日（日）
　　13：30～15：30

断酒会

たかみや湯の森温泉
ウォーキングプール健康教室

 保健医療課　☎４２－５６３３

コ ー ス 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース
︵₁₀：₀₀～₁₁：₀₀）

体脂肪燃焼
コース

︵₁₉：₀₀～₂₀：₀₀）

対　 象 八千代・吉田
地域の方

美土里・高宮
地域の方

向原・甲田
地域の方 市内全域

と　 き

７月₂₅日～
９月₁₂日　
毎週月曜日

７月₂₈日～
９月８日　
毎週木曜日

７月₂₉日～
９月９日　
毎週金曜日

７月₂₈日～
９月８日　
毎週木曜日

₁₀：₀₀～₁₁：₀₀　７回コース
※希望者には無料で送迎があります。
※ 定員に余裕があれば対象地域以外からも参

加できます。
　ただし、送迎はありません。

₁₉：₀₀～₂₀：₀₀
７回コース

申込期限 ６月１日（水）～６月30日（木）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申込みの方を優先とさせてい
ただきます）

参 加 費 3‚500円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　☎５９－００５９

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くこ
とができ、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図る
ことができます。

吉田温水プールから水中健康教室開催
及び新規教室生募集のお知らせ

平成28年度　第２期（７月～９月）
　暑い夏こそプールで水中運動！
　吉田温水プールでは水の中でストレッチやウォーキ
ングを行う水中健康教室を開催しております。水中運
動なら涼しくて気持ちがよく、多くのエネルギーを消
費できます。
　また水のパワーで筋力アップ・代謝アップとうれし
いことだらけの運動です。
　夏バテ、夏風邪予防にプールで水中運動にチャレン
ジしてみませんか。
日　　程

月曜
朝の部　　　10：00～11：00
障害者の部　14：00～15：00

金曜
昼の部　　　13：00～14：00
夜の部　　　19：00～20：00

参 加 費　1回900円（施設使用料400円込み）
　　　　　※障害者の部1回250円（施設使用料免除）
定　　員　各部45名※障害者の部30名
送　　迎　 希望者には無料で送迎いたします。（金曜

夜の部を除く）
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
対　　象　市に住民票をお持ちの方
　　　　　※ 障害者の部は申込みの際に障害者手帳を

お持ちください。
申込・お問い合わせ 　
市吉田温水プール　☎47-1210（水曜休館日）
※ 6/3（金）申込み開始（定員になり次第締め切りま

すのでお早めにお申し込みください）

〜
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日
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　クリスタルアージョ１階にある
プレイルームは、子育て中の親子
が集い交流しあえる場所です。３
歳までのお子様向けのオモチャを置いていますので保護
者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
※小さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上

の利用はご遠慮ください。
●場　　所　クリスタルアージョ１階
　　　　　　エレベーター正面
●利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

子育て交流会 子育て支援センター☎４７⊖１２８３

●持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
※人数や季節等により時間が前後する場合がありますの

でご了承ください。
※託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだい

を連れてこられても大丈夫です。
※ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て相談 子育て支援センター☎４７︲１２８３
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員、母子・父
子自立支援員、保健師、子育て支援員が子育てに関する
悩みなど相談に応じています。お子様と一緒にお気軽に
おいでください。 

〈電話での相談も受け付けています〉
●受付時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

プレイルーム

と　　き と こ ろ 内　　容
₆月₁₆日︵木︶

₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　２～４歳児

₆月₂₄日︵金︶
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₁：₀₀　活動

吉田運動公園
エアロビクス室

（吉田町）"

親子体操
＊対象年齢
　０～１歳児

　子供たちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

吉田幼稚園園庭開放にて、
歩くと音の鳴るおもちゃで遊ぶ

3人の子供達

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事
の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　☎５２－２０９９
八千代南保育園　　☎５２－３０４８
可愛保育園　　　　☎４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
₆月₁日︵水︶

 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ ふなさ保育園 　園庭開放　

₆月₂日︵木︶
₁₀：₃₀～₁₁：₄₅ ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）
₆月₇日︵火︶

₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 　園庭開放　

₆月₇日︵火︶
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ かわね保育園 園庭開放

₆月₉日︵木︶
 ₉：₄₅～₁₁：₁₅ 小田東保育所 　園庭開放　

₆月₁₀日︵金︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田幼稚園 　園庭開放　

₆月₁₄日︵火︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園庭開放

₆月₁₄日︵火︶
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ くるはら保育園 園庭開放

₆月₁₅日︵水︶
 ₉：₄₅～₁₁：₀₀ 甲立保育所 　園庭開放　

₆月₁₆日︵木︶
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ みどりの森保育所 園庭開放

₆月₁₆日︵木︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 向原こばと園 園庭開放

₆月₂₁日︵火︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 　園庭開放　

₆月₂₁日︵火︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小原保育所 　園庭開放　

₆月₂₄日︵金︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田幼稚園 　園庭開放　

₆月₂₈日︵火︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園庭開放

₆月₂₉日︵水︶
 ₉：₄₅～₁₁：₀₀ 入江保育園 　園庭開放　

₆月₃₀日︵木︶
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ みつや保育所 体験入園
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月　日 受付時間 対　　象 会　場

₆月₂日︵木︶ ₁₃：₀₀～₁₃：₁₅
₃歳児健康診査
･平成₂₄年₁₂月生まれ

保健センター

₆月₉日︵木︶ ₁₃：₀₀～₁₃：₁₅
₁歳₆か月児健康診査
･平成₂₆年₁₁月生まれ

保健センター

₆月₁₆日︵木︶ ₁₃：₀₀～₁₃：₁₅
乳児健康診査
・平成₂₇年８月生まれ

保健センター

※ 健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。

※対象児には個人通知します。
※ 体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡く

ださい。

育児相談

月　日 開催時間 対　象 会　場

₆月₁₀日︵金︶ ₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 乳幼児 保健センター

※お子さんの身体測定をしてみましょう。必要に応じて保健師・栄養士が相談を
受けます。

保険医療課☎42⊖56３３
４月より時間と内容を変更しました。

吉田幼稚園園庭開放にて、お皿を広報係の
カメラマンへ持ってきてくれた笑顔の男の子

吉田幼稚園園庭開放にて、
大きな積み木を片付けている女の子

※相談内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別相談です。
　２歳６か月児相談の際は、歯ブラシをご持参ください。
※対象児には個人通知します。
※おっぱい相談を希望される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月　日 受付時間 対　　象 会　場

₆月₂₄日︵金︶

₁₀：₀₀～₁₀：₃₀ ₂歳₆か月児相談
･平成₂₅年₁₂月生まれ

保健センター₁₃：₀₀～₁₃：₃₀ ₄か月児相談
･平成₂₈年₂月生まれ

₁₃：₃₀～₁₅：₀₀ おっぱい相談
・希望の方

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物
₆月₁₇日(金)

₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ クリスタルアージョ101 ₆月₇日～
₆月₁₃日

★生後5か月児～
　8か月児とその家族 保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
受付時間は８：30～17：00、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、町名、
アレルギーの有無、きょうだいの参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

すくすく離乳食教室【乳幼児健康教室】

）（

保険医療課☎42⊖56３３

保険医療課☎42⊖56３３

保険医療課☎42⊖56３３
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☎ 42-5627

祝！成婚３０組
結婚コーディネーターの支援でカップリング
　今年3月に、吉田町在住の金行光正さんと裕子さん
が、めでたく入籍されました。
　お二人は、結婚コーディネーターの紹介で知り合い、
縁を深め夫婦となられました。
　5月6日（金）、二人が浜田市長を訪問し、結婚コー
ディネイターと結婚相談員の同席のもと、結婚の報告
をされた後、市長はお祝いと激励を行い、結婚サポー
ト事業の展望に関して意見と協力を求めました。
　少子化対策の一環で実施している事業を活用し、成
婚された夫婦はこれで30組になりました。

今年も向原で春の舞
向原さくらの舞　神楽共演大会
　4月10日（日）、向原生涯学習センターみら
いにおいて、向原さくらの舞　神楽共演大会が
開催されました。
　向原地区の神楽好きの有志により運営される
神楽共演大会は、昨年に引き続き今年で2回目
となり、着実に神楽を根付かせてきています。
　安芸高田市内の横田神楽団をはじめ、大塚神
楽団（北広島町）、琴庄神楽団（北広島町）の3団
体が舞を披露し、満員の観客は迫力のあるさく
らの舞によいしれていました。

五月晴れの子供の日
壇尻子供歌舞伎上演
　5月5日（祝）、「吉田市入祭」が開催され、多くの人で賑わいました。
　この日、五月晴れの好天の中、2台の壇尻屋台が街中を練り歩き、350年以上の伝統
を受け継ぐ子供歌舞伎が上演され、観客を魅了しました。毎年、出演者は吉田中学校の
生徒が担い、岡山県奈義町の指導者により、短い期間の中で演技の鍛錬を行っています。
　演目と出演者は次のとおりです。
千歳山（写真左）　「郡山懐古　三矢の訓　清大社　出会いの場」
　武
たけ

田
だ

　太
たい

陽
よう

　　三
み

上
かみ

　友
とも

也
や

　　那
な

須
す

　菜
なつ

妃
き

　　青
あお

江
え

　達
たつ

也
や

　　藤
ふじ

保
やす

　琳
りん

佳
か

八雲山（写真右）　「絵本太功記　十段目　尼崎之段」
　廣
ひろ

西
にし

　琴
こ

音
と

子
こ

　　中
なか

尾
お

　さくら　　金
かね

井
い

　梨
りん

花
か

　　杉
すぎ

岡
おか

　和
かず

季
き
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向原で不思議な世界に迷いこむ
「第８回アートまつり」でやすらぐ！！
　4月24日（日）、向原町で「第８回アートまつり」
が、今年も青空の下開催されました。
　年々出店者も来場者も増えており、安芸高田市以
外から多くの来場者が訪れていました。
　「アート」と聞くと高尚な感じがしますが、屋外で
解放感のあるブースから流れる音・見えてくる色・目
新しい形に、創作意欲をかき立てられた子どもたち、
不可思議そうに見つめる大人たちの姿が印象的でし
た。笑顔と不思議な顔に包まれ、時間を忘れる“や
すらぎの空間”がそこにありました。

最期までこの町で暮らしたい
成年後見制度・在宅医療・在宅ケア講演会
　4月16日（土）・17日（日）の2日間連続で、ノンフィクション
ライターの中澤まゆみさんを講師に、講演会が開催されました。
　16日は甲田文化センターミューズ、17日はたかみや人権会
館を会場に、各50名の参加者は皆、認知症と成年後見制度、在
宅医療と在宅ケアについて、講師の熱心でわかりやすい話に聞
き入っていました。１６日は、ライフアシスタントみらい理事
長の中村四郎さんと講師との対談もありました。
　「おひとりさまになっても最期までこの町で暮らしたい」とい
う願いの実現に向け、早くから多くの人たちとしっかり考える
ことの大切さを学びました。

初心者大歓迎！泳げなくても大丈夫？
八千代湖で子供カヌー体験教室

　4月29日（祝）、今年も花見を楽しむ多く
の家族連れでにぎわった土師ダムの八千代湖
で、カヌーの体験教室が開催されました。
　市内の小学校３年生から６年生までの児
童、初心者から経験者まで22名が参加し、
市カヌー協会の指導を受けました。
　この日は、風が強く少し肌寒さを感じる中、
子供たちは終始笑顔で、カヌーから落艇しず
ぶぬれのアクシデントに見舞われた子供も、
カヌーの魅力を体感していました。

NHK広島放送局制作決定
広島発地域ドラマ「舞え！KＡＧＵＲＡ姫」
　4月18日（月）、ＮＨＫ広島放送局による「高校生の
神楽甲子園」を舞台とした「舞え！ＫＡＧＵＲＡ姫」の
制作発表があり、主演女優の葵（あおい）わかなさんが、
浜田市長を訪問されました。
　「役（咲子）を通して皆さんに神楽の良さ、広島の良
さを知っていただけるようなドラマにしたい」と意気
込みを語られました。
　広島発地域ドラマ、神楽をテーマにした青春エン
ターテイメントは、ＢＳプレミアムでこの秋に全国放
映予定です。6月には市内で撮影も予定されています。
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選
手
一
人
一
人
に
役
割
が
あ
る

誰
が
欠
け
て
も
だ
め
な
ん
だ

竹
たけもと

本　秀
ひでき

樹　監督
甲田町出身。

母校の甲田中学校にハンドボール部の監督とし

て平成２６年より就任。科目は保健体育。

祝
甲
田
中
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
初
優
勝
！

　第
11
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
甲
田
中
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
男
子
が
見
事
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
優
勝
ま
で
の
軌

跡
を
監
督
と
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た

3
人
の
選
手
に
聞
き
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
と
は

チ
ー
ム
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
目
標

　
夏
の
全
国
大
会
で
好
成
績
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
地
域

に
根
差
し
た
湧
永
製
薬
さ
ん
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
練

習
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
の

た
め
に
、今
の
選
手
た
ち
が
誰
一
人
欠
け
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

み
ん
な
一
人
ひ
と
り
大
事
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
み
な
さ
ん
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
支
え
ら
れ
て
、
さ

ら
に
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

甲田文化センターで行われた祝賀会の様子

　
生
徒
に
は
学
校
生
活
が
一
番
大
切
で
あ
り
、
向
き
合
う
姿

勢
や
心
構
え
、
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
の
実
力
に
つ
な
が
る
の
だ
と
日
々
言
い
聞
か
せ
て
い

ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
７
人
で
試
合
を
行
い
ま
す
。
試
合

に
出
場
す
る
子
だ
け
が
頑
張
っ
て
も
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
こ
そ
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
悔
し
い
思
い
を
バ
ネ
に
、

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
と
も
互
い
に
刺
激
を
受
け
あ
い
な
が

ら
、
い
い
チ
ー
ム
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
頭
脳
を
使
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
な
ど
と
異
な
り
、

試
合
中
に
攻
め
と
守
り
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
頻

繁
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど

の
選
手
が
、
攻
撃
も
守
り
も
こ
な
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
対
戦
相
手
に
応
じ
て
、
攻
撃
や

守
り
の
体
系
を
変
え
て
い
き
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー

が
大
切
な
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
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小
学
校
の
と
き
、
友
達
に
さ
そ
わ

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
は
、
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
楽

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
皆
が
息
を
合
わ

せ
、
パ
ス
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
と

る
む
ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
今
回

の
大
会
で
は
、
優
勝
す
る
自
信
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
練
習
も
し
っ

か
り
や
っ
て
き
た
こ
と
で
、
先
の
こ

と
は
考
え
ず
に
一
つ
一
つ
の
試
合
に

集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
夏
の
全
国
中
学
校
選
手
権
大

会
で
も
、
一
試
合
、
一
試
合
に
全
力

で
プ
レ
ー
し
ま
す
。

一
試
合
一
試
合
を
大
切

に
集
中
し
て
プ
レ
ー
し
た

　
兄
の
影
響
で
小
学
校
か
ら
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
は
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
な
の

で
、
み
ん
な
と
ピ
タ
ッ
と
息
を
合
わ

せ
て
一
緒
に
競
技
す
る
楽
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
甲
田
中
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

は“

最
高”

で
す
。
監
督
は
、
普
段

は
や
さ
し
く
、
練
習
で
は
き
び
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち

の
自
主
性
を
尊
重
し
て
く
れ
ま
す
。

練
習
は
つ
ら
い
け
ど
、
結
果
を
出
し

た
い
と
思
う
気
持
ち
の
方
が
強
い
で

す
。
し
っ
か
り
走
り
こ
ん
で
体
力
を

つ
け
て
き
た
こ
と
は
、
自
信
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
湧
永
製
薬
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
今
井
さ
ん
を
目
標

に
、
こ
れ
か
ら
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
速
攻
が

僕
た
ち
の
武
器

　
小
学
校
の
と
き
、
い
と
こ
の
練
習

を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
ま
し

た
。
シ
ュ
ー
ト
、
特
に
ジ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
と
最
高
に
楽
し

い
で
す
。
逆
に
、
練
習
で
シ
ュ
ー
ト

が
決
ま
ら
な
い
と
き
は
、
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
な
ど
体
力
強
化
を
重
点
的
に
行

い
ま
す
。
練
習
の
量
も
多
い
の
で
つ

ら
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
大

会
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
甲
田
中
の

速
攻
が
全
国
に
通
じ
た
結
果
、
優
勝

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
試
合
中
は
、

他
の
選
手
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
見

て
、
調
子
の
い
い
選
手
に
多
く
パ
ス

を
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

練
習
は
つ
ら
い
が
、
そ
れ

よ
り
結
果
を
出
し
た
い

3 年　浅
あ さ い

井　天
て っ た

汰

3 年　稲
いながき

垣　真
ま ひ ろ

宏

3 年　住
すみよし

吉　　連
れん

2 年　大
お お た

田　義
よしなり

也

2 年　笹
ささむら

村　拓
た く と

斗

2 年   原
は ら だ

田　晋
しんぺい

平

1 年　姉
あ ね が や ま

ヶ山　怜
れい

1 年　中
な か の

野　駿
しゅんすけ

介

★第 1 試合：甲田中　 30 ‐ 18　大住中     （京都府）　     　  ★第 2 試合：甲田中　 32 ‐ 29　安居中（福井県）

★準々決勝：甲田中　38 ‐ 37　氷見南部中（富山県）    ★準決勝　：甲田中　36 ‐ 29　滝ノ水中（愛知県 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

★決　　勝 ： 甲田中　 29 ‐ 28　戸塚西中 （埼玉県）

キャプテン　姉
あ ね が や ま

ヶ山　京
けい

（3 年）

副キャプテン　住
すみよし

吉　連
れん

（3 年）

司令塔　　　小
こ さ き

先　勇
ゆ う き

輝（２年）

3 年　姉
あ ね が や ま

ヶ山　京
けい

3 年　大
おおたち

立　浩
ひろふみ

史

3 年　谷
たにもと

本　翔
しょうき

希

2 年　小
こ さ き

先　勇
ゆ う き

輝

2 年　首
しゅとう

藤　岳
が く と

飛

2 年　前
まえかわ

川　大
ひ ろ き

樹

1 年　首
しゅとう

藤　颯
そ う た

汰

試合結果（３月２６日～２９日：富山県氷見市）
甲田文化センターで行われた祝賀会の様子
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祝福の言葉

支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る

　甲
田
中
の
チ
ー
ム
は
他
の
ど
の
チ
ー
ム
よ
り
本
当
に
粘
り
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
優
勝
し
た
経
験
が
子
ど
も
達
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
保
護
者
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
監
督
や
子

ど
も
達
を
信
頼
し
、見
守
る
姿
勢
で
協
力
し
て
い
き
ま
す
。地
域
の
方
々

か
ら
は
祝
福
の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　全
国
大
会
の
応
援
に
か
け
つ
け
ら
れ
た
保
護
者
の
方（
姉
ケ
山
さ
ん
）

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

練
習
を
一
緒
に
し
た

　
　
　
　
　″仲
間
〟
が
い
る

　甲田中ハンドボール部のみなさん、春中優

勝 を お め で と う ご ざ い ま す！ み な さ ん の 優

勝を聞き、正直すごく驚くと同時に、自分の

こ と の よ う に 嬉 し く 思 い ま し た。 こ の 優 勝

は み な さ ん が 日 々 の 練 習 を 精 一 杯 や っ て き

た成果だと思います。本当にすばらしい結果

です。夏の全中でも優勝できるように、” 謙

虚な姿勢 ” と ” 感謝の気持ち ” を忘れず頑張っ

てください。これからは甲田の時代ですね！

宮城から応援しています！

（トヨタ自動車東日本レガソック　

                               　 玉井　宏章　氏）

　念願の初優勝を果たした甲田中学校の皆さ

ん、優勝おめでとうございます。皆さんのこ

の度の活躍は、学校関係者、市ハンドボール

協会をはじめ、多くの関係者、そして市民の

皆さんに感動と勇気を与えてくれました。こ

れからは全国のハンドボール仲間の目標にな

ります。今後は夏の大会での全国制覇、そし

て男女でのアベック優勝目指して厳しい練習

に挑戦してください。今後の活躍を期待して

います。

（教育委員会　教育長　永井　初男　氏）

　第 11 回春の全国中学生選手権大会優勝、誠

におめでとうございます。並み居る強豪を制

しての快挙は、日頃の鍛錬の成果であり、同

時に勝利に対する執着心がどこのチームより

も勝っていたものと、心より感服しています。

また、広島県勢として ” 初優勝 ” はワクナガレ

オリックにとっても大変喜ばしく、大きな感

動と勇気をいただきました。この度の優勝を

糧に、来期もさらなるご活躍を期待しており

ます。

（湧永製薬株式会社社長　湧永　寛仁　氏）

取材を終えて
（広報係のつぶやき）

　私たち広報係は、甲田中学校男
子ハンドボール部が全国優勝した
ということで、その優勝した秘訣
を探るべく、取材をすることにし
ました。
　甲田町は湧永レオリックという
実業団ハンドボールチームがあ
り、幼いころから子どもたちは地
域に根差したハンドに愛着を持っ
ているようです。私たち広報係は

「厳しい指導」と「ハンド技術力
の高い子」により優勝することが
できたのだろうという印象を持っ
て甲田中学校に取材へ向かいまし
た。
　ところが、監督、生徒、保護者
から取材を終えて最初私たちが
持っていた印象と随分違うことが
分かりました。技術面のみを見ず、
生活面も含めて人間性を育てよう
とする監督。声掛けやあいさつを
しっかりとし、練習するときは全
力でやり、休憩の合間には笑顔が
あふれるチームワークのとれた生
徒たち。そんな監督と生徒を「見
守る」立場で支援する保護者の
方々。それぞれの信頼関係があっ
てこそ優勝までの軌跡につながっ
たのなのだと理解いたしました。
　すでに監督、選手達は「優勝」
の余韻に浸っておらず、次の目標
に向けて全力で練習をされていま
した。夏の全国大会に向かってさ
らにパワーアップする彼らの姿に
こうご期待！

　第 11 回春の全国中学生ハンドボール選手権

大会優勝を祝し、心よりお喜び申し上げます。

日々の努力が結果として表れた事はこれからの

自信、経験に繋がると思います。広島県勢とし

て初の全国優勝は大変喜ばしいことです。全国

優勝は誰もが経験できることではありません。

今後はほかのチームから追われる立場になると

思いますが、挑戦者としての気持ちを忘れず

に、残りの大会も頑張っていただければと思い

ます。地元甲田町に明るいニュースを届けて頂

けたこと感謝しております。

（広島県立祗園北高等学校　教諭　坂本　伸博　氏）
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減らそう犯罪 特殊詐欺被害に注意

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

33件

1人

48人

29件

1人

38人

4人

0人

10人

死 者 数

負傷者数

H28.4末現在
安芸高田警察署管内

★交通死亡事故発生
・４月28日に向原町長田の県道広島三次線において、普

通乗用車が中央線をはみ出し衝突して男性１名が死亡

・高宮町船木の市道をトラクターで走行中の男性が運転

を誤り水田に転落し死亡

　５月６日から５月15日までの間、交通死亡事故多発警

報を発令しました。

　運転する際は、スピードの出しすぎに注意し交通事故

を起こさないようにしましょう。

平成28年広島県交通安全キャッチフレーズ
『なくそう交通死亡事故・アンダー90』

　昨年は、広島県内での特殊詐欺被害は認知件数372
件、被害総額14億136万円、安芸高田市内において
は、認知件数2件被害総額278万円であり、今年に入
っても県内で多額の被害が既に発生しております。
　市内では、現在統計上は０でありますが既に架空請
求詐欺や還付金詐欺で振込を行ったが相手口座が凍結
されていたことから、現金が返ってきたという事例が
発生しております。
　・　電話でお金を送れ、振り込め
　・　名義を貸してほしい
　・　還付金があり〆切は今日までです
といった内容は全て詐欺です。

　このような電話が掛かってきたら、すぐにお金を払
わずに、まずは警察、市役所等に相談をしましょう。

☆広島県警では、「年間特殊詐欺被害額10億円以
下」の達成に向けて「アンダー１０作戦」をキャッ
チフレーズに特殊詐欺被害防止に向けた取り組みを
展開しています。

　市役所危機管理課では、防犯講習の出前講座を実施
しております。

　お気軽にご相談ください。

○管内交通事故の特徴
３月中の交通事故の特徴は   
・脇見による追突事故　4件
・交差点における出会い頭衝突　３件
・右折車と直進者による側面衝突　1件
・その他　２件　でした。

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
！

　市
は
県
内
の
自
治
体
の
中
で
も
積
極

的
に
多
文
化
共
生
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
と
は
、
文
化
的
背
景
の
異

な
る
人
々
が
互
い
に
相
手
の
文
化
を
尊

重
し
て
、
互
い
に
住
み
や
す
い
空
間
を

作
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
文
化
と

い
う
と
、
日
本
と
外
国
の
文
化
と
考
え

ま
す
が
、
実
際
に
は
女
性
と
男
性
、
高

齢
者
と
若
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
と

様
々
な
文
化
的
背
景
の
異
な
る
人
が
い

ま
す
。
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

る
空
間
を
目
指
し
て
い
る
活
動
と
も
言

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
市
で
は
人
権

や
男
女
共
同
参
画
を
扱
う
部
署
が
多
文

化
共
生
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
多
文
化
共
生
に
県
立
広
島
大
学

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
関
わ
っ
て
い

ま
す
。こ
の
コ
ラ
ム
も
そ
の
一
環
で
す
。

こ
の
他
、
人
権
講
座
等
で
も
講
演
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
私
が

大
切
に
し
た
い
の
は
、
中
学
校
で
の
多

文
化
共
生
入
門
講
座
で
す
。
講
座
を
受

け
た
中
学
生
が
自
分
と
文
化
が
異
な
る

か
ら
と
言
っ
て
、
安
易
に
「
変
だ
」
と

か
「
お
か
し
い
」
と
言
わ
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
日
本
人
同
士
の
間
で

も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
そ
の
考
え

方
は
、
い
じ
め
の
防
止
に
も
少
し
は
役

立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
始
め
る
事
業
に
、
本
学
の
留

学
生
の
力
を
借
り
て
、
市
に
あ
る
案
内

な
ど
を
外
国
語
で
表
記
す
る
取
り
組
み

が
あ
り
ま
す
。
言
葉
が
通
じ
な
い
と
日

本
国
籍
市
民
も
外
国
籍
市
民
も
困
り
ま

す
。
現
在
、
市
に
は
多
文
化
共
生
推
進

員
や
相
談
員
、
翻
訳
・
通
訳
員
の
ス
タ

ッ
フ
が
4
名
い
て
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
中
国
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
仕
事
の
一
助
に
な
り
、
言
葉
の

問
題
を
少
し
で
も
解
消
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
今
年
度
も
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

 

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
　
☎
42

－

５
６
３
０
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安
芸
高
田
市
成
人
式

生
涯
学
習
課 

☎
42
‐
０
０
５
４

日
時
　
8
月
15
日
（
月
）

　
　
　
9
：
30
～
12
：
00

場
所
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

対
象
者
　

　
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成

9
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ

た
方

①
現
在
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
今
ま
で
に
市
内
に
住
所
の

あ
っ
た
方

※
②
の
方
は
出
席
さ
れ
る
場
合

に
、
生
涯
学
習
課
へ
の
連
絡
が
必

要
で
す
。

在
宅
介
護
応
援
セ
ミ
ナ
ー

「
排
泄
ケ
ア
が
暮
ら
し
を
変
え
る
」

～
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
生
活
の

た
め
に
～

   

た
か
み
や
人
権
会
館

☎
57
‐
１
３
３
０

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

   

八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
52
‐
７
５
０
０

　
紙
お
む
つ
を
は
じ
め
、
排
泄
用

具
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の

道
具
と
し
て
使
い
こ
な
す
意
識
改

革
と
新
し
い
知
識
と
技
を
お
む
つ

の
装
着
体
験
な
ど
か
ら
ま
な
び
ま

し
ょ
う
。

講
師
　
高
齢
生
活
研
究
所
所
長

排
泄
用
具
の
情
報
館
　

「
む
つ
き
庵
」
代
表
　

浜
田
き
よ
子
さ
ん

日
時
・
場
所

・
6
月
10
日
（
金
）
13
：
30
～

15
：
30
　
た
か
み
や
人
権
会
館

・
6
月
11
日
（
土
）
13
：
30
～

15
：
30
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ

・
7
月
5
日
（
火
）
13
：
30
～

15
：
30
　
八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン

タ
ー

『
７
月
人
権
啓
発
強
調
月
間
事
業
』

認
知
症
講
演
会

「
認
知
症
の
基
礎
知
識
」
～
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
め
ざ
し
て
～

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　
単
な
る
「
も
の
忘
れ
」
と
認
知

症
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
の
違
い

と
い
っ
た
よ
う
な
基
礎
知
識
か

ら
、
認
知
症
の
タ
イ
プ
別
に
み
る

原
因
や
症
状
の
違
い
と
い
っ
た

認
知
症
全
般
の
知
識
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
認
知
症
の
方
に
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
師
　
医
療
法
人
社

団
せ
が
わ
会
　
千
代

田
病
院
　
精
神
科
部

長
　
瀬
川
昌
弘
さ
ん

映
画
上
映
会
　「
妻
の
病
」
～
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
～

　

一
人
の
医
師

と
、
認
知
症

の
日
々
を
生

き
る
妻
と
の

１
０
年
間
に
及
ぶ
「
い
の
ち
」
を

巡
る
物
語

日
時
　
6
月
26
日
（
日
）

　
　
　
13
：
20
～
16
：
05

場
所
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ

第
5
回

　燻
製
教
室

安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団

☎
42
‐
４
２
８
２

　
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団

で
は
鳥
獣
被
害
対
策
と
資
源
の
活

用
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発
、
食

文
化
の
振
興
を
目
的
に
、
第
5
回

燻
製
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
25
日
（
土
）

　
　
　
9
：
30
～
16
：
00

場
所
　
安
芸
高
田
市
野
生
鳥
獣
食

肉
処
理
加
工
施
設
（
ウ
エ
ス
ト

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
村
ソ
ー
ラ

パ
ー
ク
）

会
費
　
２
，０
０
０
円
（
資
料
代
・

昼
食
弁
当
代
）

定
員
　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
6
月
15
日
（
水
）

申
込
場
所
　
安
芸
高
田
市
地
域
振

興
事
業
団
　
　
☎
42
‐
４
２
８
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
‐
４
３
２
２

福

　祉

「
青
空
の
会
」
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

　「
青
空
の
会
」
は
認
知
症
の
人

を
支
え
る
家
族
の
会
で
す
。

　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

だ
か
ら
こ
そ
わ
か
り
あ
え
る
話
や

悩
み
な
ど
を
中
心
に
、
座
談
会

や
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
の
で
、　

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族

内
容
　
平
成
28
年
度
（
予
定
）

■
6
月
10
日
（
金
）　「
座
談
会
＆

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」

特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

Ｊ
Ａ
広
島
厚
生
連
吉
田
総
合
病

院
・
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
　

小
野
一
惠
さ
ん

■
9
月
16
日
（
金
）　「
座
談
会
＆

脱
水
防
止
、
飲
み
物
に
つ
い
て
」

■
12
月
9
日
（
金
）　「
ク
リ
ス
マ

催

　し
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ス
会
＆
冬
場
の
過
ご
し
方
」

■
3
月
10
日
（
金
）　「
座
談
会
＆

小
物
作
り
、
来
年
度
の
計
画
」

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

参
加
費
　
１
０
０
円

場
所
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

時
間
　
13
：
30
～
15
：
00

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

募

　集

放
送
大
学

　10
月
生
募
集

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

　
放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

6
月
15
日
～
9
月
20
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

盲
導
犬
の
希
望
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？社

会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
自
立

と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た

め
、
広
島
県
で
は
盲
導
犬
給
付
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
給
付
に

は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
ご
相
談
下
さ
い
。

締
切
　
7
月
29
日(

金)

相
談
先
　
社
会
福
祉
課

お
知
ら
せ

市
民
向
け
郷
土
理
解
学
習
冊

子
「
安
芸
高
田
市
も
の
が
た

り
」
の
販
売

学
校
教
育
課
☎
42
‐
５
６
２
８

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
た

び
市
民
向
け
郷
土
理
解
学
習
冊
子

「
安
芸
高
田
市
も
の
が
た
り
」
を

発
行
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
３
月
に
発
行
し
た

「
小
学
校
編
」
の
内
容
を
ベ
ー
ス

に
市
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
・
産

業
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

　「
ふ
る
さ
と
安
芸
高
田
市
」
を

学
習
す
る
参
考
図
書
と
し
て
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

冊
子
料
金
　
１
冊
　
５
０
０
円

販
売
場
所
　
学
校
教
育
課
　
及
び

　
市
内
各
文
化
セ
ン
タ
ー

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

総
務
課
☎
42
‐
５
６
１
１

　　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
28

年
6
月
1
日
を
期
日
と
し
て
、
平

成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
全
国
す
べ

て
の
事
業
所
の
み
な
さ
ま
が
対
象

で
、
我
が
国
の
経
済
力
を
知
る
た

め
の
大
切
な
統
計
調
査
で
す
。

　
平
成
28
年
の
活
動
調
査
で
は
、

平
成
26
年
に
実
施
し
た
基
礎
調
査

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
有
効

に
活
用
し
、
売
上
高
や
費
用
等
の

経
理
項
目
の
把
握
に
重
点
を
置
い

た
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
で
行
う
行
政
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
記
入
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
〉

　
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査

関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は

統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
守
ら

れ
、
他
に
も
れ
た
り
、
統
計
を
作

成
す
る
目
的
以
外
に
使
わ
れ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-census2016.

stat.go.jp/

平
成
28
年
度
慰
霊
巡
拝

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
政
府
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集

に
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
全
て
の
遺
骨
を
完
全
に
収

集
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
族
の
要
望
に

こ
た
え
る
た
め
、
旧
主
要
戦
域
と

な
っ
た
陸
上
及
び
遺
骨
収
集
の
望

め
な
い
海
上
等
に
お
け
る
戦
没
者

を
対
象
と
し
て
次
の
と
お
り
慰
霊

巡
拝
を
行
い
ま
す
。

慰
霊
巡
拝
参
加
対
象
範
囲

　
戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た

者
を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟

姉
妹
、参
加
遺
族（
子
・
兄
弟
姉
妹
）

の
配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
、
戦
没

者
の
甥
・
姪
。

　
な
お
、
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

遺
族
を
優
先
し
、
過
去
に
参
加
経

験
の
あ
る
遺
族
に
つ
い
て
は
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
施
場
所

・
旧
ソ
連
（
沿
海
地
方
）

・
南
方
（
硫
黄
島
（
第
一
次
）、

ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

硫
黄
島（
第
二
次
）、フ
ィ
リ
ピ
ン
）

実
施
時
期
　
７
月
中
旬
か
ら
随
時

※
申
し
込
み
期
日
が
６
月
上
旬
の

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
実
施
時
期
・
実
施
期
間
な
ど
、

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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人　口
総人口…29,973 人
　　　  （30,401 人）
男………14,410 人
　　　  （14,584 人）
女………15,563 人
　　　  （15,817 人）
世帯……13,622 戸
　　　  （13,560 戸）
■平成 28 年 5 月 1 日現在
※外国人を含む
※（　）の数字は前年同
月数値

６月の納税
市県民税　第 1 期

納期限：6 月 30 日（木）

夜間納付窓口
 開設日
 　6 月 23 日（木）
 （17：15 ～ 19：00）
 開設場所　税務課
 （本庁第 1 庁舎 1 階）

６月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［JA 吉田総合病院］（吉田町）
　平日　17：00 ～翌朝 8：30
　日・祝日　8：30 ～翌朝 8：30
　　　   【内科・外科】☎ 42-0636
■児玉眼科医院（吉田町）
6 月 12 日（日）【眼科】☎ 42-0226

※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

税
務
相
談
は
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す

吉
田
税
務
署
☎
42
‐
０
０
０
８

　
相
続
税
、
贈
与
税
及
び
譲
渡
所

得
な
ど
の
資
産
税
関
係
の
個
別
事

例
の
ご
相
談
は
、
十
分
な
相
談
時

間
を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
に
、

予
約
制
に
よ
り
相
談
日
時
を
設
け

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
約
の
際
に
は
、
お
名

前
、
ご
住
所
、
ご
相
談
の
内
容
等

を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
　
毎
月
の
第
一
・
第
三

月
曜
日
の
午
前
９
時
～
１
２
時

︵
祝
日
及
び
１
月
か
ら
３
月
の
間

を
除
く
︶

事
前
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
吉
田
税
務
署
（
電
話
42
‐

０
０
０
８
）※
音
声
案
内
に
従
い
、

「
２
」
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

財
政
課
☎
42
‐
５
６
２
３

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

︻
寄
附
者
︼

種
田
　
康
三
　
様
︵
広
島
県
広
島
市
︶

麻
原
　
章
　
様
︵
東
京
都
東
村
山
市
︶

利
根
川
　
惠
子 

様
︵
埼
玉
県
坂
戸
市
︶

山
中
　
敏
治
　
様
︵
広
島
県
広
島
市
︶

匿
名
希
望
　
様
（
1
名
）

︵
平
成
28
年
４
月
受
付
分
︶

求
人
求
職
状
況
︵
３
月
分
︶

月
間
有
効
求
職
者
数
　
４
２
５
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
８
０
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．
60
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42
‐
０
６
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
‐
０
２
２
４

およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎₄₂︲₅₆₂₇までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

木 村 綾
あや

仁
と

川 原 由
ゆ

愛
あ

住 田 幸
こう

志
し

朗
ろう

石 川 愛
あ

幸
こ

吉 田 　 朔
さく

西 中　 勉
竹 村 正 幸
谷 川 國 雄
神川 キヨ子
中重 コトミ
山 中　 亮
三谷 ヨリヱ
大 崎 千 里
尾川 ヨシエ
小 路 信 子
水 川 義 登
沖 坂 武 子

吉 村 博 爾
久 城　 玄
近 永 文 子

渡　トシコ
中 村　 悟
山 本　 貢
井東 サツヱ
田 川 光 雄
中川 ハマ子
岡田 チヱコ

中 村 吉

折 田 龍 雄
岡川 マスエ

上田 佐加枝
圡 田 與 一
大番 ヲレン
山 根 枝

門 出　 正
花 尾　 學
山 村 政 行
山 手 順 一
髙橋 ユキヨ

船田 喜代美
吉 原 健 人

岩 見 光 男
慧 本 敏 信
新 宅 富 子
岩 田 法 隆
小 野　 章

黒 田 昇
しょう

太
た

郎
ろう

大 和 拓
たく

海
み

須 安 茉
ま

夢
ゆ

安 本 実
み

咲
さき

内 藤 暖
はる

真
ま

道 沖 春
はる

人
と

豊 田 彩
さ

月
つき

宮 迫 さ く ら
佐 々 木　 梛

なぎ

田 川 誌
し

音
おん

高 橋 　 基
もとい

氏 見 心
こ

春
はる

吉 田 町

（男）

（女）

（男）

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

（男）

（女）八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 吉 田 ）

（ 相 合 ）

（ 相 合 ）

（ 常 友 ）

（ 常 友 ）

（下入江）

（ 福 原 ）

（ 山 手 ）

（上入江）

（ 山 部 ）

八千代町

（ 勝 田 ）

（ 勝 田 ）

（ 勝 田 ）

（ 上 根 ）

（ 上 根 ）

（佐々井）

（佐々井）

美土里町

（ 本 郷 ）

（ 北 ）

（ 横 田 ）

高 宮 町

（佐々部）

（佐々部）

（佐々部）

（ 原 田 ）

甲 田 町

（下小原）

（下小原）

（上甲立）

（上甲立）

（高田原）

（ 深 瀬 ）

（下甲立）

向 原 町

（ 長 田 ）

（ 長 田 ）

（ 保 垣 ）

（ 保 垣 ）

（ 坂 ）

₇₆

₉₁

₉₇

₇₈

₈₃

₂₉

₈₆

₉₀

₉₇

₈₁

₈₄

₉₅

₈₇

₈₄

₆₄

₉₇

₈₃

₈₄

₈₇

₈₃

₈₃

₈₉

₇₄

₈₃

₉₀

₇₂

₉₃

₉₆

₉₃

₈₈

₈₅

₈₄

₉₀

₉₅

₉₁

₃₀

₈₀

₈₃

₇₈

₆₇

₇₂

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及び
お問い合わせ先

巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお 1 人 30 分ま
でです
注）相談回数は同じ相談では 1
回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利
害関係がある場合は、相談をお
断りすることがあります

弁護士が無料でさまざまな相
談をお受けします。

9 日（木） 13：00 ～ 16：00 吉田人権会館
予約は 5 月 26 日（木）から
受付　吉田人権会館
☎ 42-2826

23 日（木） 13：00 ～ 16：00 甲田人権会館
予約は 6 月 9 日（木）から
受付　甲田人権会館
☎ 45-4922

行
政
相
談 

美土里会場
行政相談委員が国の機関へ
の苦情や意見などお受けしま
す。

13 日（月） 10：00 ～ 12：00 美土里支所

総務課
☎ 42-5611

高宮会場 18 日（土） 10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

甲田会場 28 日（火） 13：30 ～ 15：30 甲田支所

向原会場 14 日（火） 10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や意見・暮ら
しの心配事相談をお受けしま
す。

2 日（木）
16 日（木） 10：00 ～ 15：00 吉田人権会館

吉田人権会館
☎ 42-2826くらしの総合相談

総合相談　高宮会場
さまざまな暮らしの心配事相
談をお受けします。

14 日（火）
28 日（火）　18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館

予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館☎ 57-1330

年金・労働無料相談会
年金・労働のお悩み、障害年
金請求の記入方法などに社会
保険労務士がお答えします。

16 日（木） 13：00 ～ 16：00 クリスタルアージョ
研修室 301

広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52-3555

生活困窮者相談
生活保護など生活困窮に対する
相談をお受けします。

平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談
社会福祉課
☎ 42-5615

障害者相談
障害者やその家族の方などのお
悩みをお受けします。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
障害者基幹相談支援センター　
☎ 47-1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談
清風会つぼみ
☎ 47-2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談
相談支援事業所もやい
☎ 45-2320

高齢者相談
高齢者に関する相談をお受け
します。

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談
地域包括支援センター
☎ 47-1132

消費生活相談
悪質な商取引に関する消費者
相談をお受けします。

水・金 9：30 ～ 16：30 電話・窓口相談
消費生活相談室
☎ 42-1143

県民相談
離婚・相続・近隣トラブル、
交通事故などの相談をお受け
します。

平日 9：00 ～ 17：00 電話・窓口相談
広島県生活センター
☎ 082-223-8811

お太助フォン相談
お太助フォンに関する相談を
お受けします。

平日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）
☎ 45-7017
★お太助フォンからは
☎ 99-5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気について休
日や夜間にアドバイスが受け
られます。

毎日 19：00 ～翌 8：00 電話相談
☎局番なしの #8000

（携帯電話からも利用可）

６月 の 相 談 　〜ひとりで　悩まずに　相談してください〜　                                    

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）】

資
格    

18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
　（
男
子
）
受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
（
女
子
）
9
月
23
日
～
27
日

の
う
ち
指
定
す
る
一
日

受
付

　

（
男
子
）
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま

す
（
女
子
）
8
月
1
日
～
9
月
8
日

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格    

18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験

　一
次
試
験
：
9
月
16
日
・
17

日
の
う
ち
指
定
す
る
一
日

・
二
次
試
験
日
は
合
格
者
に
通
知

受
付

　8
月
1
日
～
9
月
8
日

【
航
空
学
生
】

資
格    

高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未

満試
験

　一
次
試
験
：
9
月
22
日

・
二
次
、
三
次
試
験
日
は
合
格
者
に

通
知

受
付

　8
月
1
日
～
9
月
8
日

＊
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や
要

項
を
置
い
て
い
ま
す
。

＊
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
hiroshim

a/
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